地域密着型サービス運営推進会議記録（第4回）


	施設名
	グループホーム青葉園

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和3年　11月　29日　　　　13時　30分　～　　14時　30分

	会場
	グループホーム青葉園

	参加者
	利用者代表
	2人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	2人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	4人



	報告事項
	前回（9月30日）からの活動[近くの畑へコスモス観賞・消防訓練・干し柿作り・訪問散髪]を報告する。
入居状況・・・2ユニット18名入居　男性3名・女性15名
　　　　　　　平均要介護度2.2　平均年齢84.6歳
職員の状況・・常勤介護職員9名　夜勤専従職員2名
非常勤介護職員9名

	
	

	議題
	南アフリカなどで、新たな変異株（オミクロン株）が確認され警戒度が上がってきていますので今回も紙面にて開催し、後日文書・電話等で意見を頂きました。

・制限つきではありますが面会解除をしていること、近くの畑へコスモスをみに外出、消防訓練・おやつの干し柿作りなど園の活動報告
＊大腿骨骨折され、6月に退院された利用者さんが久しぶりに娘さんと面会でき歩けている事に驚かれ大変喜ばれていたという報告に感銘を受けました。園での活動も再開されていてよかったです。
＊地域の行事もなかなか再開にならず、さびしいですが来年は平常に戻れたらと思います。
＊2年続けて、秋の文化祭も中止となり、子どもたちのお茶のお接待もなくさびしい限りです。コロナ禍のため茶道教室も飲食を伴うことは禁止なのでせっかくお稽古してもお菓子や抹茶をいただけません。早く通常のお稽古ができたらと思います。

・10月に入居された方で帰宅願望が強く、他の利用者の部屋やスタッフ室に入り備品や持ち物をとってくるので常に見守りが必要で対応に困っていることを相談
＊認知症の方は自分が自分でなくなるような不安からうろうろされることがあるので、動き始めるタイミングで声かけして、その場から連れ出す、入ってはいけない場所を本人にわかるような目線で表示する、興味を持つことを提供するなどしてみてはどうでしょうか。



	
	



